
Ｎｏ７３
令和４年２月１６日
上田市生活環境課

令和３年中の上田市内における特殊詐欺被害状況
令和３年中、上田市内では９件の特殊詐欺被害が発生し、

詐欺被害の入口はすべて「固定電話」でした。

被害総額は16,009,253円にのぼりました。（前年比-2件、-13,375,747円）

迷惑防止機能付き電話機の導入をおすすめします。

購入代金の補助制度も
あります！！

・上田市内に住所を有する６５歳以上の方
・上田市内の住居に設置した方

（１世帯につき１台に限る）
・市税を滞納していない方

●補助率 購入費用の２分の１ 補助限度額5,000円）
申請方法については、生活環境課（電話22-4140）か、丸子・真田・武石各市民サービス
課にお問い合わせください。

電話が鳴ったらすぐに出ていませんか？
特殊詐欺被害者の約８割の人が「自分はだまされない」と思っていました。
犯人は、だましのプロです。
すぐに電話に出ず、「留守番電話」に設定して、相手のメッセージを聞いてか
ら、電話に出るか判断しましょう。留守番電話機能のない電話の方は…

R3.4.1～R4.3.31の間に購入したもの

は、3月31日までに申請してください。

発生日 被害者 種　別 内　容 被害額（円）

1 1月29日 80代男性
キャッシュカード
詐欺盗

金融庁を名乗る者から「金融被害に遭っている」と電話
があり、来訪した男にキャッシュカードをだまし取られた
もの。

1,020,000

2 6月7日 80代女性 オレオレ詐欺
息子を名乗る男から「会社で間違いを起こした。上司が
取りに行く」と電話があり、来訪した男に現金を渡したも
の。

3,500,000

3 6月7日 80代女性 オレオレ詐欺

孫を名乗る男などから「会社の書類などを落とした。書
類と一緒にしていた小切手がない。キャッシュカード貸
してほしい」と電話があり、来訪した男にキャッシュカー
ドを渡したもの。

2,000,000

4 6月8日 80代女性 オレオレ詐欺
孫を名乗る男から「現金が必要。カードを貸してほしい」
と電話があり、来訪した男にキャッシュカードを渡したも
の。

1,000,000

5 6月9日 70代女性 オレオレ詐欺
孫を名乗る男から「財布などを入れたかばんを落とし
た。お金を振り込む必要がある」と電話があり、銀行で
金を下ろし、犯人に渡したもの。

1,500,000

6 6月17日 60代女性 還付金詐欺
市役所職員を名乗る男から「介護保険料を多く徴収し
た。返納分がある」と電話あり、その後ATMで現金を振
り込ませたもの。

799,253

7 6月25日 70代女性 オレオレ詐欺
息子を名乗る男から「会社のキャッシュカードを間違っ
た先に送ってしまった」と電話あり、その後来訪した男
性に現金と、キャッシュカードを渡したもの。

3,500,000

8 9月10日 80代女性 オレオレ詐欺

孫を名乗る男から「トイレに財布を忘れ、取りに戻ったら
なくなっていた。会社のお金なので用立てなくてはなら
ない」と電話があり、その後来訪した者に現金とキャッ
シュカードを渡したもの。

2,690,000

9 11月15日 70代女性
キャッシュカード
詐欺盗

金融機関を名乗る男から「還付金がある」と電話があ
り、その後来訪した者にキャッシュカードをだまし取られ
たもの。

現金被害なし



● 補助対象
市税の滞納がない、上田市在住の６５歳以上の方

● 申請に必要なもの
①購入したヘルメット本体または取扱説明書など
②ヘルメット購入時の領収書またはレシート（原本） ※商品名、購入金額、購入日及び販売店が明記されているもの
③振込希望の通帳（申請者名義のもの）

自転車用ヘルメットの購入代金

補助します

※上限2,000円
ポイント購入分は除く

問い合わせ先 上田市役所生活環境課生活安全担当 ０２６８－２２－４１４０（直通）

生活環境課にサンプル展示中

～上田市における交通事故の発生状況～

上田市高齢者自転車用ヘルメット購入費補助事業

ヘルメットが命を救いました！
昨年、上田市高齢者自転車用ヘルメット購入費補助事業を活用してヘルメットを購入し
た方が、ヘルメットを着用して自転車に乗車していたところ、車と衝突する交通事故に
遭い、重傷を負いましたが、頭部の損傷は免れ、命に別状はありませんでした。
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死者数ピーク

昭和37年

23人

負傷者数ピーク

平成15年

1616人

上田市における交通事故の発生状況を調査したところ、統計の残る昭和36年以降、人身事故による
負傷者数は、平成15年をピークに減少傾向にあり、令和３年中は、前年比10人減の431人でした。
しかしながら令和３年中の死者数は３人と、前年に比べ２人も増加してしまいました。

※令和３年中の上田市内における交通死亡事故の状況
〇3月4日 上田市平井 国道 軽四乗用（男性54歳・死亡）×大型貨物（男性62歳） 軽四の対向車線へはみだし
〇3月24日 上田市富士山 市道 普通乗用（男性71歳・死亡） 単独事故
〇6月20日 上田市保野 県道 普通乗用（21歳女性）×歩行者（女性77歳・死亡） 道路横断中

悲惨な死亡事故のない、安全・安心な上田市の実現に
向け、引き続き、安全運転をお願いします。

「転ばぬ先の杖」で、自転車に乗る際は、ヘルメットの着用をお願いします。

R3.4.1～R4.3.31の間に購入したもの

は、3月31日までに申請してください。


